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概要 (目的など) 

＜⽬的＞ 新型コロナが福岡東在宅ケアネットワークの会員（そ

の所属事業所）にどのような影響を与えたかを知り、課題をみ

つけるため。

＜調査対象と調査⽅法＞ 福岡東在宅ケアネットワークの会員個

⼈に対して、メーリングリストを使い、グ ーグルフォームのア

ンケート⽅式でのオンラインでのアンケートを送付。

＜調査内容＞ 新型コロナ感染症に関するアンケート

＜回収数＞ 回収 58/405 (14.3%)



あなたの職種はなんですか

①医師

②ケアマネ

③看護師

その他

歯科医師

5.2％

6.9％

MSW
事務

5.2％ 5.2％



新型コロナの事業所運営への影響
複数回答可

①訪問時の感染予防対策負担

②患者の受診控え

③受診時・来所時の
感染予防対策負担

④訪問回数・時間の縮小

⑤本人または家族による
サービス利用自粛

⑥サービス提供自主的自粛

感染予防のための職員休業



濃厚接触・感染が疑われて対応が必要になった方
がいましたか

いた

いない



前問で「いた」と回答された方
それは以下のどの方ですか。

①

②



新型コロナ：患者・利用者・入所者への影響

外出・交流機会の減少
活動量低下

ADL低下
IADL低下
QOL低下
認知機能低下

興味・関心・意欲の低下

閉じこもり

③家族の介護負担の増加

①

口腔機能の低下
栄養状態の悪化
服薬状況の悪化
衛生状態の悪化

②



今後必要な支援、環境整備についてネットワーク
で検討すべきと思われるもの・希望すること

①PCR検査体制の拡充

感染発生時の患者受け入れと
返還のルールづくり

患者発生時の地域ガイドライン・
指針の作成

④訪問看護・介護など相互連携体制の構築

④人員的応援体制の整備

③感染防御資材の供給情報をシェア

⑤感染予防の教育と研修

③感染防御資材の優先的調達

⑥オンライン環境整備のための支援策検討

⑦経営基盤強化のための支援策を行政へ依頼

②



新型コロナで困ったこと、不安だったこと

感染予防対策で業務量が増加

通所から訪問サービスへの変更検討例の増加

利用者やスタッフが感染したときの対応、風評被害が心配

PCR検査へどうやって連れて行くのか、もっと簡易にできないか

収入源の状態がいつまで続くのか不安

風邪症状の職員をいつまで休ませたら良いのか 分からない

コロナ感染既往患者の受け入れ拒否（例え陰性が証明されても）

マスク・消毒液の不足

など



現時点で可能なこと

①PCR検査の拡充

新型コロナウイルス感染症の保険適用によるＰＣＲ検査等の

実施に係る福岡市との集合契約について 令和２年９月１１日



現時点で可能なこと： ①PCR検査の拡充

検査対象者 PCR検査
(LAMP法含む）

抗原検査
(定量) 

抗原検査
(定性：簡易キット）

鼻咽頭 唾液 鼻咽頭 唾液 鼻咽頭 唾液

有症状者
(症状消
退者含
む) 

発症から
9日目以内 ○ ○ ○ ○ ○ ×

発症から
10日目以降 ○ × ○ × △※ ×

無症状者
(参考) ○ ○ ○ ○ × ×

※実施可能ですが、陰性の場合は鼻咽頭PCR検査を行う必要があります。



現時点で可能なこと

②感染発生時の患者受け入れと返還のルールづくり・

患者発生時の地域ガイドライン指針の作成

③感染防御資材の供給情報をシェア・優先的調達

④たて連携サポート：訪問看護・介護の相互連携・

感染患者発生時の受け入れと返還

困難

供給情報のシェアはメーリングリストで可能 ・ 優先的調達は困難

専門職別メーリングリストの利用は可能



現時点で可能なこと

⑤感染予防の教育と研修：

＊困ったら 福岡東在宅ケアネットワーク事務局 へ

どこまでできるか分かりませんが、相談には応じます。

fukuokahigashi.zaitaku.sec@gmail.com

メーリングリストや研修会を利用して可能

mailto:fukuokahigashi.zaitaku.sec@gmail.com


さいごに：「シトラスリボン運動」

地域

家庭

職場

新型コロナウイルス感染症や

医療従事者らへの差別解消を

目指そうと、愛媛県から全国

に広がっている運動です。

３つの場所(地域、家庭、職場

や学校）を輪で結ぶデザイン

になっています。

賛同いただける方は、「拍手」または「いいね」
をクリックしてください。


